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主に中～粗砂よりなり、φ10～30m
m程の硬質礫を混入する。
GL-0.9～1.75m区間は、貝殻片等を
含み、概ね均質な砂となる。
表層は厚さ20cmのアスファルト。

埋土・
礫混じ
り砂

茶～

黄

褐

中～粗砂よりなり、全体に細粒分を
含む。
φ2～5mm程の礫や木根を混入する。

シルト
質砂

茶

細～粗砂よりなり、φ2～5mm程の
礫を多く混入する。
貝殻片を含む。

粘土混
じり砂

黄

褐

細～粗砂よりなり、全谷細粒分を含
有する。
φ2～5mm程の石英礫を多く混入す
る。
GL-3.7～3.8m区間には乳灰色の粘
土を挟む。
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細～中砂よりなり、φ2～5mm程の
石英礫を多く混入する。
雑多な層相を呈し、色調も深度方向
に変化する。
全体に雲母片を混入する。
GL-6.0～7.8m区間は細粒分の含有
が多くなる。
GL-13.0～13.6m区間にはφ40～50m
m程の硬質な石英礫を挟む。
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主に細礫よりなり、全体に粘性の強
い細粒分を含む。
部分的に岩組織残留する花崗岩を挟
む。
GL-14.7～14.85m区間には、淡灰色
を呈した粘土を挟む。
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炭質化した頁岩で、コアは柱状をな
すが、脆弱で、指圧により圧砕する。
GL-15.5～15.8m区間は粘土・礫化
する。
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コアは新鮮で、ハンマーの打撃音
は、鈍い金属音する。
全体にコア肌は滑らかであるが、G
L-16.5～17.4m、GL-18.0～21.4m、
GL-22.2～22.45ｍ区間は細粒質砂
岩を挟む。
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GL-16.2～20.9m区間は亀裂少ない
が、以深より亀裂発達する。
亀裂は30～45°で、亀裂面は新鮮
である。
GL-17.0～17.5m区間の亀裂面沿い
には、僅かであるが酸化により褐色
化する。
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GL-25.1m、25.3m付近は粘土を挟む。
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コアは新鮮で、ハンマーの打撃音
は、鈍い金属音する。
亀裂は低角で、概ね10～20°程。
亀裂面は新鮮である。
コア肌は全体にざらつき、砂質頁岩
である。
GL-30.2～30.6mGL-33.1～33.6mは
色調変化し、暗灰色を呈する。
GL-31.2～31.3m区間やGL-31.5m付
近には、70～80°程の亀裂面に沿
って、方解石を脈状に挟む。
GL-33.5ｍ33.6m付近は礫化してお
り、灰色粘土を挟む。
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・本資料は、工事等により現況と整合しない場合があり、現在の位置関係や地質状況などを特定するものではありません。
・本資料は、参考データとして利用し、現在の地質状況は、再度ボーリングを行う等して確認をお願いします。




